


















































「言説」を通 して 「生きること」が語 られ,
「生きること」が託された 「装い」が ドラマ




















に'の 結びで,「言説を裏切 って服装が語 る
真実があるかもしれない」 という羽生さんの
期待は,服飾研究者としての評者の注意を喚




















































































































森田草平に 「故意 とらしくて,不 自然 じゃあ
りませんか。」と問いかけられ,「え丶不自然




























を支える物的な条件が 「装いが語 る真実」 と
して見逃せない。
4.お わ りに
「装 いが語 る真実」,言 い換 えれ ば 「装 う
こと」 の価値づ けは,如 何 に して可能 とな る
のか。 本書 を通 して考え させ られ た,評 者 に
とっての課題 で もある。
大雑 把な言 い方 だが,取 り上 げ られた5人
の共通項 は,彼 女 たちがいず れ も言説 におい
て生きた人物 だ とい うこ とだ。 このことが5
人 にお ける 「装 うこと」 と 「生 きること」 の
基盤を貫いているのだ。だとすれば,小説や
評論などの言説の発掘に加えて,そ こで言及
された 「装うこと」 自体の指 し示す もの(=




しに,到達 しうる 「装 うこと」の価値付けを,
徹底 して試みたということではないだろうか。
この実験的な取 り組みは,上述のようなモノ
として装いの分析と合体するとき,さ らに有
効に 「装いが語る真実」を導き出すに違いな
い。著者はすでに,次へのステップを踏み出
しておられるにちがいない。
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